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道
商
工
連
か
ら
峰
崎
直
樹
会

長
、
勝
部
賢
志
道
商
工
連
協
同
組

合
理
事
長
な
ど
８
人
が
出
席
。１

時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
が
、会
員
企
業
を
代
表
し
て
、㈱

Ａ
Ｐ
Ｒ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
青
木
康

明
代
表
取
締
役
、
㈱
ア
ラ
（
Ａ
Ｒ

Ａ
）岡
田
忠
代
表
取
締
役
、
辻
村

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
辻
村

祐
一
所
長
か
ら
、
飲
食
業
界
、
建

設
業
界
、
中
小
事
業
者
全
般
に
つ

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
と
要
望

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
道
連
か
ら
逢
坂

誠
二
代
表（
衆
議
）、梶
谷
大
志
幹

事
長（
道
議
）ら
の
衆
議
、
参
議
、

道
議
な
ど
９
人
が
出
席
し
ま
し

た
。（
出
席
者
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

道
商
工
連
か
ら
の
要
望
と
説

明
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
、
国

会
や
道
議
会
な
ど
で
活
用
さ
れ

国
政
、道
政
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

飲
食
業
界
に
つ
い
て

①
一
番
苦
し
か
っ
た
の
は
２
０
２

１
年
３
月
ま
で
。補
助
金
の
都
道

府
県
格
差
で
深
刻
な
影
響
を
受

け
た
。ス
ス
キ
ノ
は
、
地
場
企
業
と

本
州
資
本
と
の
出
店
競
争
の
さ
中

で
、知
事
か
ら
、飲
食
店
の
営
業
自

粛
要
請
が
出
さ
れ
た
が
、
北
海
道

で
は
自
粛
に
対
す
る
補
助
が
な
か

な
か
出
な
か
っ
た
。一
方
、
首
都
圏

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

会
社
訪
問
・
技
能
実
習
生
派
遣
の
ス
マ
イ
ル
シ
ー
ズ
事
業
協
同
組
合（
３
面
）

　
「
ア
カ
ハ
ラ
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略
語
で
あ
り
、
大

学
や
研
究
所
内
で
の
悪
質
な
「
嫌
が

ら
せ
」
と
い
う
よ
り
「
人
権
侵
害
」

で
あ
る
▼
今
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
で
「
白
い
濁
流
」
と
い
う
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
（
日
曜
22
時
〜
）
が
放
映

さ
れ
て
い
る
。
任
期
制
限
付
き
の
研

究
員
が
開
発
し
た
新
発
見
の
物
質
の

成
果
を
、
正
式
採
用
を
ち
ら
つ
か
せ

な
が
ら
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
教
授
が
登
場
す
る
▼
今
の
大
学
な

ど
で
は
こ
う
い
う
実
態
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
朝
日
新

聞
９
月
５
日
付
電
子
版
で
上
野
千

鶴
子
さ
ん
が
、
特
に
理
科
系
で
酷
く
、

パ
ワ
ハ
ラ
だ
け
で
な
く
セ
ク
ハ
ラ
も
、

天
下
の
東
京
大
学
内
部
で
す
ら
堂
々

と
ま
か
り
通
っ
て
い
る
生
々
し
い
現

実
を
厳
し
く
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
▼

こ
れ
で
、
日
本
の
科
学
技
術
研
究
が

進
展
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
研
究
員
た

ち
が
、
安
心
し
て
自
由
に
研
究
で
き

な
け
れ
ば
、
日
本
の
明
日
は
な
い
。

予
算
措
置
も
含
め
て
大
い
に
改
革
す

べ
き
時
だ
ろ
う
。（
峰
）

立
憲
民
主
党
道
連
主
催
の
政
策
懇
談
会
に
参
加

コ
ロ
ナ
禍
の
中
小
業
者
対
策
強
化
を

　

北
海
道
商
工
連
盟（
道
商
工
連
）は
８
月
10
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌（
札
幌
市
中
央
区
）で
開
か
れ

た
立
憲
民
主
党
北
海
道
総
支
部
連
合
会
（
立
憲
民
主
党
道
連
）
主
催
の
政
策
懇
談
会
に
参
加
。コ
ロ
ナ
禍
で
の

中
小
零
細
事
業
者
の
現
状
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、事
業
継
続
に
必
要
な
支
援
策
を
要
望
し
ま
し
た
。

政策懇談会で挨拶する峰崎直樹道商工連会長

お
知
ら
せ　

９
月
７
日
に
予

定
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
で
北
海

道
に
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
た
た
め
中
止
し
ま
し
た
。



（２）

や
福
岡
県
は
、
北
海
道
よ
り
か
な

り
先
に
補
助
金
が
出
た
の
で
、
敷

金
・
礼
金
な
ど
の
資
金
体
力
で
道

内
勢
は
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
。今

後
、
北
海
道
で
商
売
を
続
け
ら
れ

る
の
か
を
深
刻
に
考
え
た
。本
年

４
月
以
降
は
、
補
助
金
が
出
て
助

か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
ダ
メ

ー
ジ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
禁
止
は
影

響
が
大
き
過
ぎ
る
。ホ
ス
テ
ス
さ

ん
ら
は
個
人
事
業
主
で
雇
用
調

整
助
成
金
の
対
象
に
な
ら
ず
、
会

社
で
は
守
り
き
れ
な
い
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
ス
ス
キ
ノ

の
需
要
が
Ｖ
字
回
復
し
て
も
、
人

材
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
時
給

の
高
い
業
界
へ
流
出
し
、
飲
食
で

働
く
若
者
が
い
な
く
な
っ
た
。事

業
の
回
復
は
容
易
で
な
い
。

⑤
影
響
は
酒
販
や
食
材
卸
な
ど

関
連
す
る
取
引
先
も
深
刻
で
、
廃

業
が
何
件
も
出
て
い
る
。

建
設
業
界
に
つ
い
て

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

道
内
の
建
設
業
界
は
、
上

位
１
５
０
社
の
受
注
高
が

本
年
８
月
現
在
４
・
３
％

減
少
し
て
い
る
が
、
公
共
工

事
が
充
実
し
、
前
倒
し
発
注

も
行
わ
れ
、
業
績
は
順
調

だ
。し
か
し
、事
業
者
が
多
い

中
小
零
細
企
業
は
、
民
間
受

注
が
中
心
な
の
で
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
受
注
減
が
強
烈
だ
。

①
私
の
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ

の
設
計
事
務
所
は
約
50
社

あ
る
が
30
社
ほ
ど
が
廃
業
し

た
。１
級
建
築
士
を
目
指
す

若
者
が
い
な
く
な
り
、
北
海

道
は
１
級
建
築
士
が
少
な
い

の
で
深
刻
な
問
題
に
な
る
。

②
個
人
住
宅
の
建
設
数
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
と

カ
ナ
ダ
で
住
宅
建
設
が
増
え
、
木

材
需
要
が
急
増
し
て
木
材
単
価

が
高
騰
し
、
木
材
輸
入
が
見
込
め

な
い
。道
内
は
林
業
の
歴
史
が
あ

る
の
で
、
３
階
建
て
に
使
え
る
高

性
能
集
成
材
の
技
術
開
発
や
、
加

工
に
使
う
高
性
能
プ
レ
ス
機
の
導

入
な
ど
道
内
企
業
を
育
て
る
施

策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

③
新
千
歳
空
港
な
ど
、商
業
店
舗

の
新
規
出
店
の
延
期
や
、
ス
ス
キ

ノ
の
飲
食
店
の
店
舗
改
修
や
内

装
撤
去
が
激
減
し
た
。零
細
業
者

に
は
小
規
模
工
事
が
一
番
効
果
的

だ
。助
成
な
ど
の
施
策
に
盛
り
込

ん
で
ほ
し
い
。

④
札
幌
の
中
心
街
で
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
が
増
え
、
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
や
道
内
上
位
30
社
ほ
ど
は
業

績
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、
投
資
目

的
の
こ
う
し
た
現
象
は
本
来
の
都

市
計
画
と
は
意
義
が
異
な
り
見

直
す
べ
き
だ
。

⑤
倉
庫
な
ど
高
速
道
に
つ
な
が
る

物
流
施
設
が
恵
庭
、
北
広
島
、
石

狩
な
ど
で
増
え
て
い
る
。道
内
の

立憲民主党道連主催の政策懇談会出席者
●道商工連・同協同組合　峰崎直樹会長、井上博己副会

長、高柳薫専務理事、青木和弘常任理事、岡田忠常任理

事、勝部賢志道商工連協同組合理事長、辻村祐一参事、

㈱APR TRADING青木康明代表取締役

●立憲民主党道連　逢坂誠二代表（衆議）、勝部賢志代表

代行（参議）、松木けんこう副代表（衆議）、山岡達丸副代表

（同）、道下大樹副代表（同）、神谷裕副代表（同）、池田真紀

副代表（同）、梶谷大志幹事長（道議）、田中勝一事務局長



３
　
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ（
ス
マ

イ
ル
シ
ー
ド
）」
は
、
兵
庫
県
姫
路

市
に
本
拠
を
置
く
、
外
国
人
技
能

実
習
生
受
け
入
れ
事
業
を
行
う
事

業
協
同
組
合
で
す
。本
年
３
月
、
札

幌
支
部
を
設
置
し
、現
在
、十
勝
管

内
の
酪
農
家
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

の
水
産
加
工
場
な
ど
に
実
習
生
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
ベ
ト
ナ
ム
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の
実

習
生
を
受
け
入
れ
、
兵
庫
県
内
の

ほ
か
神
奈
川
県
内
に
も
支
部
を
設

置
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

札
幌
支
部
の
矢
口
代
表
に
よ
る

と
、
特
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の

実
習
生
の
評
判
が
よ
い
そ
う
で
す
。

　

理
由
の
一
つ
は
、
言
葉
の
問
題
で

す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は
そ
の
ま
ま

ロ
ー
マ
字
読
み
が
で
き
、
日
本
語
と

よ
く
似
た
言
葉
も
あ
っ
て
覚
え
や

す
く
、
実
習
生
の
語
学
力
の
上
達

が
早
い
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
温
厚
・
勤
勉
で
、が
ま

ん
強
い
性
格
で
、
技
術
習
得
へ
の
意

欲
が
高
い
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
の

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
飲
ま
な
い
の

で
、
酒
の
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
こ
と
で

す
。で
も
、
中
東
諸
国
の
一
部
に
あ

る
よ
う
な
厳
し
い
戒
律
社
会
で
は

な
い
の
で
、
勤
務
時
間
内
に
礼
拝
の

時
間
を
と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ 

事
業
協
同
組
合

　

外
国
人
技
能
実
習
の
目
的
は
、

若
年
労
働
者
を
受
け
入
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
経
済
発
展
に
寄
与
す

る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
で
す
。

一
方
、
日
本
国
内
は
人
手
不
足
で
、

中
小
企
業
は
新
卒
の
日
本
人
を
採

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
う
え
、新
人

教
育
や
技
能
研
修
に
力
を
い
れ
て

も
、す
ぐ
に
辞
め
て
し
ま
う
若
者
が

多
い
の
が
悩
み
で
す
。

　

そ
の
点
、技
能
実
習
生
は
、契
約

期
間
中
は
転
職
が
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
安
定
し
た
労
働
力
と
し

て
期
待
で
き
、
技
術
と
一
定
の
語
学

力
を
習
得
す
れ
ば
、
特
定
技
能
制

度
に
よ
る
雇
用
延
長
が
で
き
、
職

場
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
う
働

き
手
に
な
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

　
「
実
習
生
の
受
け
入
れ
は
、
初
期

投
資
が
大
き
い
と
心
配
さ
れ
る
経

営
者
が
多
い
と
お
聞
き
し
ま
す
が
、

若
者
が
す
ぐ
辞
め
て
、
技
術
者
が

育
た
な
い
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、能

力
と
意
欲
の
高
い
実
習
生
は
、
経

営
的
に
も
有
効
で
す
」
と
い
う
。ま

た
、
毎
年
、
採
用
を
続
け
れ
ば
、
２

年
目
、
３
年
目
の
先
輩
実
習
生
が
、

新
人
に
仕
事
を
教
え
、
生
活
の
面

倒
も
み
て
く
れ
る
の
で
、
大
き
な
戦

力
に
な
り
ま
す
。

　
「
う
ち
の
自
慢
は
、
実
習
生
へ
の
、

企
業
さ
ま
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト
率（
継

続
）
が
高
い
こ
と
で
す
」
と
矢
口
さ

ん
は
胸
を
張
る
。当
面
は
、
札
幌
近

郊
で
の
、
酪
農
や
食
品
加
工
、
建

設
・
土
木
な
ど
の
分
野
か
ら
手
掛

け
た
い
と
い
う
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

入
国
で
き
ず
、実
習
生
の
受
け
入
れ

が
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
受
け
入
れ
に

は
言
語
研
修
を
含
め
て
半
年
ぐ
ら

い
か
か
る
の
で
、
い
ま
か
ら
準
備
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。何
な
り

と
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

＊

住
所 

札
幌
市
白
石
区
北
郷
２
３

８
７
│
12   
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話
０
９
０
・
８
５

６
６
・
０
６
０
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矢
口
）、０
１
１
・

８
２
６
・
５
３
９
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Ｆ
Ａ
Ｘ
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１
１
・
７
９
９
・
１
３
８
６   

メ
ー

ル   yaguchi@sm
ileseed.ne.jp

事
業
内
容　

外
国
人
技
能
実
習
生

受
け
入
れ
管
理
団
体
・
特
定
技
能

制
度
登
録
支
援
機
関
、
共
同
購
入

事
業
、リ
ー
ス
事
業
、広
告
・
チ
ラ

シ
作
成

札
幌
支
部 

代
表
　
矢
口
　
隆
英
さ
ん
（
50
）

外
国
人
技
能
実
習
生
を
派
遣
し
ま
す

会社訪問

農
業
・
漁
業
が
好
調
だ
か
ら
だ

が
、
参
入
は
大
手
企
業
ば
か
り
で

地
場
企
業
は
わ
ず
か
だ
。行
政
は

農
協
な
ど
地
場
の
事
業
者
に
協

力
し
て
、
参
入
機
会
を
つ
く
る
こ

と
が
北
海
道
の
た
め
に
な
る
。

⑥
地
方
の
再
開
発
事
業
を
地
場

企
業
が
担
う
の
は
良
い
こ
と
だ
。

地
元
企
業
を
育
て
る
施
策
に
力

を
注
い
で
ほ
し
い
。

さ
ま
ざ
ま
業
界
に
影
響

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
事
業
主

か
ら
率
直
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

①
飲
食
店
の
営
業
を
制
限
す
る

な
ら
、「
協
力
金
」で
は
な
く
、
上

限
な
く
「
利
益
補
償
」
を
す
べ
き

だ
。酒
や
食
品
卸
だ
け
で
な
く
、

お
し
ぼ
り
、
花
き
、
製
氷
な
ど
関

連
事
業
者
も
同
様
で
、
宿
泊
施
設

も
リ
ネ
ン
や
清
掃
な
ど
も
対
象

に
す
べ
き
だ
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
ゼ
ロ
な

の
で
国
内
の
観
光
需
要
を
喚
起
し

て
ほ
し
い
。道
外
客
が
増
え
て
き

た
が
コ
ロ
ナ
前
に
は
程
遠
く
、
観

光
地
は
限
界
だ
。（

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



（４）

ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
途
中
寝
ち
ゃ
っ

た
開
会
式

バ
ッ
ハ
ッ
ハ
み
な
よ
ろ
こ
ん
で

観
と
る
じ
ゃ
ろ

知
ら
ん
国
こ
ん
な
に
あ
る
と

知
る
五
輪

愛
は
も
う
料
理
に
使
っ
た
か

ら
と
妻

迷
う
の
は
靴
買
い
に
行
く
時

の
靴

脇
に
寄
れ
若
葉
マ
ー
ク
が
バ

ッ
ク
す
る

書
き
順
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
ん

だ
凸
の
字
も

ど
う
切
れ
ば
中
の
子
無
事
か

桃
と
竹

乙
姫
と
浦
島
不
倫
だ
っ
た
説

あ
の
マ
ス
ク
一
年
経
つ
が
未
開

封　

 
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

③
感
染
者
の
増
加
だ
け
で
は
な

く
、
死
亡
者
数
が
飛
躍
的
に
減
少

し
て
い
る
事
実
を
伝
え
、
国
民
に

必
要
な
活
動
は
行
っ
て
も
構
わ
な

い
と
言
っ
て
ほ
し
い
。二
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
終
え
て
い
る
の
に
、な

ぜ
マ
ス
ク
を
着
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
。早
く
景
気
対
策
に
軸

足
を
移
し
て
ほ
し
い
。

④
ラ
ン
チ
の
業
績
は
回
復
し
て
き

た
が
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
の
人
出
は

ま
だ
ま
だ
。早
く
夜
の
規
制
を
解

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

は
、
本
年
の
第
35
回
中
小
企
業
問

題
研
究
集
会（
中
研
集
会
）を
、
昨

年
同
様
、
東
京
の
会
場
か
ら
リ
モ

ー
ト
中
継
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
内
容
と
講
師
（
予
定
）
は

以
下
の
通
り
で
す
。視
聴
を
ご
希

望
の
方
は
道
商
工
連
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①「
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
と
日
本
の

デ
ジ
タ
ル
政
策
」　

向
井
治
紀
前

内
閣
府
番
号
制
度
担
当
室
長
・
Ｉ

除
し
て
ほ
し
い
。

⑤
最
低
賃
金
が
28
円
も
上
が
る

が
景
気
対
策
が
な
け
れ
ば
従
業

員
を
減
ら
す
し
か
な
い
。迅
速
に

大
型
の
経
済
対
策
を
。

⑥
外
国
人
技
能
実
習
生
の
出
入

国
が
途
絶
え
て
現
場
の
影
響
が
深

刻
だ
。建
設
業
で
３
年
経
っ
た
ベ

ト
ナ
ム
人
実
習
生
が
半
年
も
帰

国
で
き
ず
、
新
し
い
人
も
入
国
で

き
な
い
。新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
ほ
し
い
。（文

責
・
編
集
部
）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

Ｔ
総
合
戦
略
室
室
長
代
理

②「
税
制
を
め
ぐ
る
日
本
と
世
界

の
動
き
」　

守
信
茂
樹
中
央
大
学

大
学
院
法
務
研
究
科
特
任
教
授
、

東
京
財
団
上
席
研
究
員

③「
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
経
済
の
行

方
と
中
小
企
業
」　

水
野
和
夫
法

政
大
学
教
授

④「
働
き
方
改
革
の
直
面
す
る
最

近
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」　

濱
口
桂

一
郎
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

労
働
政
策
研
究
所
長

全
中
連
第
35
回
中
研
集
会
11
月
11
・
12
日
開
催

講
演
の
リ
モ
ー
ト
中
継
も
予
定

　

毎
月
発
行
の
会
報
「
道
商
工

連
」に
同
封
し
て
、
会
員
企
業
へ

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無

料
配
布
し
ま
す
。毎
月
末
（
12
月

は
20
日
）ま
で
に
２
５
０
部
を
事

務
局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布


